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地球と仲良く省エネライフ～２月は省エネルギー月間です

（広告）

 
■
国
際
交
流
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
～
楽

し
く
交
流
の
輪
を
広
げ
ま
し
ょ
う

a
３
月
４
日
㈰
正
午
～
午
後
３
時
b

生
活
・
保
健
セ
ン
タ
ー
d
外
国
人
に

よ
る
日
本
語
ス
ピ
ー
チ
、
歌
や
ダ
ン

ス
、
活
動
紹
介
、
ド
リ
ン
ク
コ
ー
ナ

ー
な

ど

l
日
野
市
国
際
交
流
協
会
（
緯

　

・
９
５
１
１
）

５８６■
サ
ロ
ン
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク　

赤
レ
ン

in

ガa
３
月　

日
㈯
午
後
２
時
か
ら
b
ひ

１７

の
煉
瓦
ホ
ー
ル
d
出
演
・
マ
ー
ジ
ー

ビ
ー
ト
、B

E
A
T
C
L
U
B

、
エ
デ

ィ
と
そ
の
一
味
、
ゆ
か
仲
バ
ン
ド
、

ザ
・
ド
ロ
シ
ー
ズ
g　

人
h
１
千
円

１２０

（
ワ
ン
ド
リ
ン
ク
・
ワ
ン
プ
レ
ー
ト

催
　
し

催催催催催催催催催催催

ししししししししししし

催
　
し

付
）
j
チ
ケ
ッ
ト
販
売
場
所
…
ひ
の

煉
瓦
ホ
ー
ル
、
七
生
公
会
堂
、
市
役

所
３
階
文
化
ス
ポ
ー
ツ
課
（
電
話
予

約
可
）
l
文
化
ス
ポ
ー
ツ
課

 
■
東
部
会
館
温
水
プ
ー
ル
い
き
い
き

教
室
～
呼
吸
ラ
ク
ラ
ク
大
人
の
初
心

者
水
泳
教
室

a
２
月　

日
㈯
・　

日
㈬
、
３
月
３

２５

２９

日
㈯
・　

日
㈯
・　

日
㈬
・　

日
㈯

１０

１４

１７

い
ず
れ
も
午
後
１
時　

分
～
２
時　

３０

３０

分
f　

歳
以
上
の
初
心
者
お
よ
び
初

１８

級
者
g
先
着
７
人
h
１
万
円
（
入
場

料
別
途
）
k
２
月　

日
㈬
ま
で
に
電

２２

話
l
東
部
会
館
温
水
プ
ー
ル（
緯　
・
５８３

５
２
６
６
午
前
９
時　

分
～
午
後
８

３０

時　

分
）

３０ ス
ポ
ー
ツ

ススススススススススス
ポポポポポポポポポポポ
ーー
ツツツツツツツツツツツ

ス
ポ
ー
ツ

 
■
自
然
観
察
会
～
冬
芽
の
観
察
会

（
南
平
丘
陵
公
園
）

a
２
月　

日
㈯
c
午
前　

時
南
平
駅

２５

１０

南
側
出
口
、
午
後
０
時　

分
解
散
※

３０

雨
天
の
場
合
は
南
平
西
部
地
区
セ
ン

タ
ー
で
学
習
会
e
菱
山
忠
三
郎
氏

（
八
王
子
自
然
友
の
会
）、
案
内
・
日

野
み
ど
り
の
推
進
委
員
の
皆
さ
ま
g

先
着　

人
h　

円
（
資
料
代
）
k
２

３０

３００

月　

日
㈮
ま
で
に
電
話
l
緑
と
清
流

２４
課■

起
業
に
興
味
の
あ
る
方
・
起
業
を

応
援
し
た
い
方
～
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
ト

・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
養
成
講
座
受

講
者
募
集

a
d
左
表
の
と
お
り
b
多
摩
平
の
森

ふ
れ
あ
い
館
e
山
田
容
子
氏
（
人
財

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
）
g　

人
※
３
月

１５

　

日
㈯
・　

日
㈰
に
面
接
あ

り

j
先
着

１０

１１

順
で
１
歳
６
カ
月
～
未
就
学
児
３
人

の
保
育
あ

り

k
２
月　

日
㈫
ま
で
に
電

２８

話
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
。
住
所
、
氏

名
、
電
話
番
号
を
記
入
l
多
摩
平
の

森
ふ
れ
あ
い
館
内
女
性
い
き
い
き
チ

ャ
レ
ン
ジ
協
議
体
事
務
局
（
緯　

・
８４３

３
０
０
６
死in

fo@
h
erstory

1

講
習
・
学
習
会

講講講
習習習習習習
・・
学学学学学学
習習習習習習
会会会会会会会会会会

講
習
・
学
習
会

101.net

）

■
東
京
都
新
し
い
公
共
支
援
事
業
～

リ
ン
パ
Ｄ
Ｅ
健
康
リ
ン
パ
ケ
ア
講
師

養
成
講
座

a
３
月
１
日
㈭
・
８
日
㈭
・　

日
㈭

１５

午
前　

時
～
午
後
０
時　

分
※　

日

１０

３０

１５

は
午
後
１
時
ま
で
b
多
摩
平
の
森
ふ

れ
あ
い
館
e
石
塚
あ
ゆ
み
氏
（
職
業

訓
練
校
エ
ム
ア
イ
ビ
ュ
ー
テ
ィ
カ
レ

ッ
ジ
専
任
講
師
）
f
日
本
エ
ス
テ
テ

ィ
ッ
ク
協
会
認
定
資
格
者
、
整
体

師
、
健
康
管
理
士
、
各
種
体
操
指
導

有
資
格
者
、
ス
ポ
ー
ツ
ト
レ
ー
ナ
ー

な
ど
の
資
格
の
あ
る
方
g　

人
i
飲

１５

み
物
、
動
き
や
す
い
服
装
、
靴
（
な

る
べ
く
ヒ
ー
ル
の
無
い
も
の
）
j
先

着
順
で
１
歳
６
カ
月
～
未
就
学
児
３

人
の
保
育
あ

り

k
２
月　

日
㈭
ま
で
に

２３

電
話
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
。
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
を
記
入
l
多
摩
平

の
森
ふ
れ
あ
い
館
内
女
性
い
き
い
き

チ
ャ
レ
ン
ジ
協
議
体
事
務
局（
緯　
・
８４３

３
０
０
６
死in

fo@
h
erstory

1
101.net

）

■
日
野
宿
楽
市
楽
座
文
化
講
座

▼
お
ひ
な
様
を
愛
で
る
会

　

明
治
時
代
の
古
今
び
な
、
大
正
・

昭
和
初
期
の
ひ
な
、ひ
な
道
具
な
ど
、

色
鮮
や
か
な
つ
る
し
び
な
を
展
示
し

ま
す
。

a
２
月　

日
㈫
～
３
月
４
日
㈰
午
前

２１

９
時　

分
～
午
後
５
時
※
２
月　

日

３０

２７

㈪
は
休
館
b
日
野
宿
本
陣
h　

円
※

２００

小
・
中
学
生　

円
５０

▼
江
戸
の
音
曲
と
落
語
の
会

a
３
月　

日
㈯
午
後
５
時　

分
～
８

１０

３０

時
b
日
野
宿
本
陣
d
出
演
・
三
遊
亭

圓
窓
師
（
落
語
）、
木
津
茂
理
と
そ
の

社
中（
民
謡
）、
渡
邊
香
澄（
筝
曲
）
f

中
学
生
以
上
g
先
着　

人
h　

円
※

５０

２００

中
学
生　

円
k
３
月
８
日
㈭
ま
で
に

５０

電
話

▼
江
戸
学
講
座
～
連
句
体
験

a
３
月　

日
㈯
午
後
１
時　

分
～
４

１０

３０

時
b
日
野
宿
交
流
館
d
江
戸
の
庶
民

が
慣
れ
親
し
ん
だ
文
芸
で
あ
る
連
句

の
入
門
講
座
e
二
上
貴
夫
氏
g
先
着

　

人
h　

円
k
３
月
８
日
㈭
ま
で
に

２０

２００

電
話

　

い
ず
れ
も
l
新
選
組
の
ふ
る
さ
と

歴
史
館
（
緯　

・
５
１
０
０
）

５８３

■
パ
ソ
コ
ン
講
習
会

a
d
h
左
表
の
と
お
り
b
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
k
２
月　

日
㈬
（
必

２２

着
）
ま
で
に
は
が
き
で
。
講
座
名
と

番
号
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、

パ
ソ
コ
ン
の
Ｏ
Ｓ（
分
か
る
方
の
み
）

を
記
入
l
〒　

們
０
０
１
１
日
野
本

１９１

町
２
の
４
の
７
日
野
市
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
Ｐ
Ｃ
教
室
係
（
緯　

・
５８１

８
１
７
１
）

■
絵
画
教
室
初
心
者
ク
ラ
ス
生
徒
募

集a
４
月
か
ら
の
月
２
回
木
曜
日
午
前

９
時　

分
か
ら
b
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

３０

ン
タ
ー
d
水
彩
、
油
彩
、
デ
ッ
サ
ン

g　

人
h
入
会
金
２
千
円
、
月
３
千

２０
円
※
教
材
費
実
費
j
２
月　

日
㈫
午

２８

後
に
説
明
会
あ

り

k
２
月　

日
㈮
ま
で

２４

に
電
話
l
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

（
緯　

・
８
１
７
１
）

５８１

 
■
復
原
住
居
の
公
開

a
２
月　

日
㈰
午
前　

時
～
午
後
４

１９

１０

時
b
日
野
中
央
公
園
南
西
隅
l
生
涯

学
習
課

■
日
野
宿
本
陣
閉
館
時
間
変
更

　

３
月　

日
㈯
は
、
講
座
開
催
の
た

１０

め
午
後
３
時
に
閉
館
し
ま
す
。

l
新
選
組
の
ふ
る
さ
と
歴
史
館
（
緯

　

・
５
１
０
０
）

５８３■
講
演
会
～
戦
後
日
本
の
都
市
計
画

と
日
野
の
都
市
形
成

a
３
月　

日
㈰
午
後
２
時
～
４
時
b

１８

郷
土
資
料
館
e
波
多
野
憲
男
氏
（
元

四
日
市
大
学
環
境
情
報
学
部
教
授
）

g
先
着　

人
j
「
日
野
市
の
あ
ゆ
み

３０

　

年
」
パ
ネ
ル
展
同
時
開
催
k
電
話

５０l
郷
土
資
料
館
（
緯　
・
０
９
８
１
）

５９２

■
米
国
レ
ッ
ド
ラ
ン
ズ
市
と
の
姉
妹

都
市
交
流
～
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
募

集
　

今
年
も
レ
ッ
ド
ラ
ン
ズ
市
か
ら
高

校
生
約　

人
が
３
月
上
旬
に
来
日

１０

し
、
約　

日
間
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し
ま

１２

す
。
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
に
な
っ
て

い
た
だ
け
る
ご
家
庭
を
募
集
し
ま

す
。

　

な
お
、
夏
に
は
市
内
在
住
の
高
校

生
の
レ
ッ
ド
ラ
ン
ズ
市
へ
の
派
遣
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

k
２
月　

日
㈬
ま
で
に
電
話
l
日
野

２９ ご
案
内

ごごごごごごごごごごご
案案案案案
内内内内内内内内内内内

ご
案
内

●インキュベート・コーディネーター養成講座
内容日時

面接　（本講座を受講するための事前面接）
日程調整あり

３/１０㈯
または１１㈰
１０：００～１６：００

オリエンテーション
起業の概要、インキュベート・コーディネーター（ＩＣ）とは？、
自己紹介など

３/２５㈰
１３：００～１７：００

ＩＣ希望者自身のことを知りましょう！
ディスカッション「ＩＣとして心掛けるべき事」

４/８㈰
１３：００～１７：００

ＩＣ技法演習①「相談者のやりたいことをどう見いだすか？」４/２２㈰
１３：００～１７：００

ＩＣ技法演習②「相談者のやりたいことをどう実現させるか？」５/１３㈰
１３：００～１７：００

ＩＣ技法演習③「相談者の挫折にどう寄り添うか？」５/２７㈰
１３：００～１７：００

受講者の希望内容／ＩＣ宣言『私はこんなＩＣになります！』６/１７㈰
１３：００～１７：００

シミュレーション演習「実際に相談に乗ってみましょう！」（個
別演習）
※講師が相談者になって、実際の相談を受けます（１人５０分程
度）

６/１８㈪以降

※この講座は講義ではなく、コーチング、ディスカッション形式で、受講者が自
主的に演習に参加する中で、ＩＣとして相談を受けられる力を養成する講座で
す。

●パソコン講習会日程（３月）※３人から開講。費用はテキスト代を含む
費用日程講座名番号

各講座
６,０００円

（７５０円／１時間）

３/２４～４/１４の毎週土曜日
１３：００～１５：００

パソコン入門・
Word入門１

３/２４～４/１４の毎週土曜日
１０：００～１２：００

Word基礎・応用
文字入力ができる方２

３/２３～４/１３の毎週金曜日
１０：００～１２：００

Excel入門・基礎
文字入力ができる方３

各講座
３,０００円

（７５０円／１時間）

３/１８㈰・２５㈰
１０：００～１２：００

インターネット
文字入力ができる方４

３/１０㈯・１７㈯
１０：００～１２：００

Eメール
文字入力ができる方５

３/９㈮・１６㈮
１０：００～１２：００

デジカメ入門
（取り込み・印刷）
文字入力ができる方

６

３/４㈰・１１㈰
１０：００～１２：００

デジカメ応用
（加工・利用法）
文字入力ができる方

７

各講座
１,５００円

（７５０円／１時間）

３/７㈬
１３：００～１５：００

カレンダーを作ろう
文字入力ができる方８

３/２１㈬
１３：００～１５：００

美術館・博物館を楽しむ
文字入力ができる方９

※上記以外に個人指導あり。１時間１,５００円（訪問２,５００円）
※ご自分のパソコンでも受講できます。ご持参の方は、その旨記入を

レ
ッ
ド
ラ
ン
ズ
協
会
（
中
田
緯　

・
５９１

６
９
７
９
）

■
一
時
保
育
・
ト
ワ
イ
ラ
イ
ト
ス
テ

イ
利
用
登
録
の
更
新
に
つ
い
て

　

今
年
度
の
利
用
登
録
の
有
効
期
間

は
３
月　

日
㈯
ま
で
で
す
。
登
録
さ

３１

れ
て
い
る
方
に
は
、
更
新
の
お
知
ら

せ
を
郵
送
し
ま
し
た
。
更
新
を
希
望

さ
れ
る
方
は
、
更
新
の
お
知
ら
せ
を

よ
く
読
み
、
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
。

　

な
お
、
新
年
度
の
新
規
登
録
面
接

は
、
３
月　

日
㈯
か
ら
で
す
。

２４

l
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
（
緯

　

・
６
６
７
０
）

５９９

140

日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野
の

と

歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴
史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史
民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民
俗俗俗俗俗俗俗俗俗俗俗俗俗俗俗俗俗俗俗俗俗俗

「
皇
国
地
誌
百
草
村
誌
」

　

明
治
５
年
（
１
８
７
２
）
９
月
、

太
政
官
布
告
で
「
皇
国
地
誌
」
の
編

さ
ん
が
布
告
さ
れ
、
南
多
摩
郡
で
は

明
治　

年
３
月
か
ら
、
調
査
が
開
始

１２

さ
れ
ま
し
た
。
大
正　

年
（
１
９
２

１２

３
）
の
関
東
大
震
災
で
大
半
の
資
料

が
焼
失
し
、
刊
行
は
さ
れ
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
地
元
に
控
え
や
写
し
が
残

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
、
日
野
市

域
で
は
、
日
野
本
郷
と
百
草
村
の
村

誌
が
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
百
草
村
誌
」（
明
治　

年
）
に
よ

１２

る
と
、
百
草
村
の
戸
数
は　

戸
、
人

５０

口
は　

人
、
民
業
は
農
業
を
中
心

２７３

に
、
炭
焼
き
・
養
蚕
・
製
糸
を
行
っ

て
い
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
そ
し

て
、
他
の
地
域
と
の
違
い
に
「
公
園
」

の
項
目
が
あ
る
こ
と
に
気
付
か
さ
れ

ま
す
。
公
園
は
村
社
八
幡
神
社
の
境

内
と
あ
り
ま
す
が
、
か
つ
て
の
松
連

寺
の
庭
園
で
、
江
戸
時
代
か
ら
広
く

知
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
明
治
維
新
後

荒
廃
し
て
い
ま
し
た
が
、
明
治　

年
２０

に
な
っ
て
、「
百
草
園
」
と
し
て
整
備

さ
れ
公
開
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

　

そ
の
ほ
か
に
は
、「
廃
寺
跡
」
と
し

て
、「
真
慈
悲
寺
廃
跡
」
と
「
松
連
寺

廃
跡
」
が
あ
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
ま

す
。
真
慈
悲
寺
の
廃
跡
は
、
字
新

（
真
）
堂
ヶ
谷
戸
と
記
さ
れ
て
い
ま

す
。
現
在
の
京
王
百
草
園
の
東
南
東

に
あ
た
る
位
置
で
す
。
当
時
の
村
人

は
、
そ
の
辺
り
か
ら
、
大
石
や
古
瓦

が
出
土
す
る
の
で
、
そ
の
よ
う
に
考

え
て
い
た
よ
う
で
す
。

（
日
野
市
古
文
書
等
歴
史
資
料
整
理

編
集
委
員
会
委
員　

沼
謙
吉
）

　

な
お
、
郷
土
資
料
館
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
、
記
事
の
詳
細
を
掲
載
し
て

い
ま
す
。
印
刷
版
も
配
布
し
て
い
ま

す
。

l
郷
土
資
料
館
（
緯　
・
０
９
８
１
）

５９２


